
第５９回日本風俗史学会大会・総会 

日 時：平成 30 年（2018）12 月 1 日（土）・2 日（日）・3 日（月） 

場 所：琉球大学教育学部 教育学部棟１階 101 教室 

（〒901-2424 沖縄県中頭郡西原町字千原１番地） 

     テーマ「琉球藍と織物の歴史と未来」 

資料代：500 円  

 

１２月１日（土）１３：３０ 開場 受付開始 

１４：００ 開会あいさつ   

１４：１５～１６：２０ 特別講演会  

①沖縄における近代琉球藍の製造と社会背景について  大湾ゆかり 氏（沖縄県立博物館学芸員） 

②琉球藍と中国の藍染めの比較文化論 ―中国の藍印花布保存活動 久保マサを中心に― 

 佐野 敏行 氏（奈良女子大学教授） 

１６：３０～１７：３０ 総会・学術賞授与式  

１７：４５～１９：１５ 懇親会 学内食堂 村吉茜氏による琉球民謡演奏会 参加費 3,500 円 

 

１２月２日（日）１０：００～１２：００ 自由論題研究発表  

１０：００ ①語り部による歴史の継承         鈴木 章生 氏（目白大学教授） 

１０：３０ ②東“米良山の神楽”の祭の個性と後継者育成の仕組み 

        ―尾八重神楽と銀鏡神楽を中心に―   佐々木昌代 氏（名古屋女子大学短期大学部教授） 

１１：００ ③近世社会における「赤気」と公家   岩橋 清美 氏（国文学研究資料館准教授） 

１１：３０ ④組踊研究の現状と可能性     鈴木 耕太 氏（沖縄県立芸術大学講師） 

 

昼休み   琉球大学博物館（風樹館）見学 

１４：００～１６：００ シンポジウム「琉球藍と織物の歴史と未来」  

１４：００ ①沖縄の染め織りの現状とこれから  松本  由香 氏（琉球大学教授） 

１４：２０ ②南風原の琉球絣と丸正織物        大城 幸司 氏（丸正織物代表） 

１４：４０ ③沖縄の染め織りの歴史と暮らしとのつながり  佐野  敏行 氏（奈良女子大学教授） 

 小休憩 

１５：１０～１６：００ ディスカッション       司会 中井 明美 氏（元九州女子大学教授）   

１６：００ 閉会あいさつ 

 

１２月３日（月）８：３０～１２：００見学会「琉球絣の里を訪ねる」専用バス使用  

琉球大学 8：30→琉球絣会館見学→大城廣四郎工房見学→丸正織物見学→南風原町の絣ロード散策 

11：00→那覇空港 12：00 着予定 

 

 



大学までの交通アクセス http://www.u-ryukyu.ac.jp/univ_info/general/access/   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大学へは、空港バスターミナルから系統 111番、117 番の高速バス（国内線バスターミナル２番バス停発）が、大体１時

間に２本ほどあり、所用時間は 40分くらいです。琉球大学入り口下車、大学北口から入り、池の上にある橋を渡って教育

学部棟へ。または、空港から「モノレール旭橋駅」まで行き、隣接する那覇バスターミナルで、路線バス 97 番・98 番の

琉球大学行きに乗り換え、97番なら琉球大学病院前で下車して南口から教育学部棟、98番は北口から少々歩きになります。 

モノレールで首里駅まで行き、首里から「坂田交差点経由」で大学南口までタクシーで 20分、およそ 1600円程です。 

   

キャンパスマップ http://www.u-ryukyu.ac.jp/univ_info/campus_map.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

飛行機・ホテル 

沖縄ツーリストなど旅行会社の公式ホームページから飛行機・宿泊セットのチケットを各自でご予約ください。なお、土

曜日・日曜日はスポーツイベントが那覇で開催されるため、混みあうことが予想されます。皆さまお早目に手配されるよ

う申し上げます。 

日本風俗史学会 事務局 

〒161-8539 東京都新宿区中落合 4-31-1 目白大学社会学部 有元修一研究室気付  

http://www.fuzokushi.jp E-mail:jimu@fuzokushi.jp 

【注】土日運休 


